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時事解説

　本章は、大災害に際してウマの福祉やウマ産業の関係者の生活の質の維持や改善を願う全ての馬主、管理

者、厩務員、獣医師 / 科学者あるいはその他の関係者に対する警鐘である。水、食糧、燃料、避難所、医療

―自分や所有するウマ、家族 / チームメンバー、ペット、家畜の生存に不可欠なこれらのものを、昨年、海

岸沿い、中心部、米国中の都市、町や村、さらには他の国々にまで、数百万人が被害を受けたような大災害

に直面した場合、どうやって入手するのか。牧場や厩舎の周辺に、ウマを外へ避難させることが出来ないく

らい早い速度で水位が上昇したり、火の手が回って来たりした場合、どうすればよいのか。自身やウマが輸

送中に自動車事故に巻き込まれたり、伝染性疾患の発生によって足留めを余儀なくされたりしてしまった場

合どうすればよいのか。一生涯のうちに我々や所有する動物に起こり得る、そして実際に起こる多くの弊害

に、「我々と我々の人生の大きな部分を占める動物達を守るためのあらゆる災害に対する機能的な防災計画

の作成に際して、我々は細心の注意を払ってきたであろうか。」という質問に対して、果たして「はい」と

答えることができるであろうか。人口や動物数の爆発的増加とともに気候変動によって深刻化する異常気象

に遭遇する機会が増加している時代において、起こるか起こらないかの問題ではなく、何らかの程度で我々

の一人一人にいつ起こるのかという問題なのである。13 年（あるいはそれ以上）の年月がかかったが、馬

産業に携わる全ての者は目覚め、自分自身、家族、経済、国や世界にとってかけがえのない自らの生命およ

びウマに対して責任を持たなければならないという使命を心に留める時が来た。

　2005 年のハリケーン・カトリーナとリタ以降、動物に関する問題が地域における緊急計画に関する議論

の焦点になっており、特にペットの生命を救うことは人間の生命を救うことに繋がる。動物に対する対策が

ある場合には、人々はより安全な場所に避難する傾向がある。米国の多くの地域は大きく前進し、繰り返し

災害に襲われてきた地域（フロリダ州沿岸、ルイジアナ州やミシシッピ州の一部地域、テキサス州、カリフォ

ルニア州など）では積極的な防災計画の策定を最優先にし、またルーチンとしてきた。しかしながら、地域

社会レベルでは、自己満足と個々のリスクに関する状況認識の欠如が普通の状態であることは明らかである。

最近および過去の災害時には、英雄、救われた生命、成功した事例にまつわる話が多くあるが、損害は増え

続けている。これらの損害の多くは、何度も何度もおこる同じ過ちの繰り返しである。ウマの所有責任者が

機能的な防災計画を持つ必要がある事に気づくために、ハリケーン・カトリーナ、サンディ、ハービー、マ

リアあるいは大規模な山火事などの災害を果たして本当に話題に持ち出さないといけないのだろうか。ウマ

およびウマと絆で結ばれている人々にとって、2018 年そして将来をより強く、より明るく、そしてより良

いものにするために、この威厳のあるウマという動物に対する本当の注意喚起として 2017 年に起こった出

来事を取り上げることにする。家庭、農場、牧場、仕事、地域社会の防災計画を強化するために、自分たち

の地域社会において協調し力を合わせて取り組もう。

地域社会の防災計画の策定を支援するために利用できる多くの資源をよく把握するための時間をかけなさ

い。まず初めに米国獣医師会（AVMA）、米国馬臨床獣医師協会（AAEP）や州の農業改良普及事業や地域

緊急対策チームに目を向けると良いだろう。

https://aaep.org/horsehealth/disaster-planning-horse-farms 

https://ebusiness.avma.org/

https://training.fema.gov/emiweb/downloads/is10comp.pdf

連絡先：Rebecca McConnico, DVM, PhD, Dipl ACVIM （LA） 

　　　　rmcconn@latech.edu 

　　　　（318） 257-2418 

　　　　Louisiana Tech University 

　　　　Ruston, Louisiana
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国際情報

2017 年第 4 四半期

　イギリスのニューマーケットにある国際健康情報収集センターとその他の諸機関から以下のウマの疾病の

報告があった。

　アフリカ馬疫（AHS）の孤立症例が南アフリカで発生した。本症は、南アフリカにおける AHS 感染域と

されているイースタンケープ州、フリーステート州およびハウテン州で確認された。トルコでは、定期的な

スクリーニング検査によって、鼻疽が 1 例確認された。

　米国では、馬インフルエンザが 4 州で 9 件報告され、テキサス州においては複数例発生した。英国におい

ても 1 件の発生が確認された。フランス、ドイツ、南アフリカ、スイス、英国および米国では、腺疫の発生

が報告された。確認された腺疫の発生数は、フランスで 11 件、ドイツで 3 件、南アフリカでは散発的な発

生、スイスで 3 件であり、英国では風土病で、米国では 12 州での発生が報告された。馬ヘルペスウイルス

1 型（EHV-1）による疾患が、フランス、ドイツ、アイルランド、日本、南アフリカおよび米国で報告され

た。EHV-1 による呼吸器疾患は、アイルランド（5 例）、日本（1 件）、南アフリカ（2 例）および米国（様々

な州で広範囲）で発生した。EHV-1 による流産は、フランス（2 例）、ドイツ（2 例）、日本（5 施設でそれ

ぞれ 1 例）および米国（2 例）で確認された。EHV-1 による神経疾患は、フランス（3 件でそれぞれ 1 例）、

ドイツ（1 例）および米国（7 州でそれぞれ 1 件； G2254 変異株による 1 件では 7 例）で診断された。馬

ヘルペスウイルス 4 型感染に起因する呼吸器疾患が、フランス（18 件）、スイス（1 例）および英国（3 件）

で報告された。米国では流産が 1 例診断された。

　馬ヘルペスウイルス 2 型および／あるいは 5 型感染症が、米国のいくつかの州で発生し、呼吸器疾患が認

められる症例も見られた。馬伝染性貧血の発生が、カナダ（アルバータ州で 4 例およびケベック州で 1 例）、

フランス（1 例）および米国（テネシー州で 1 例、カンザス州で 2 例およびモンタナ州で複数例）で確認された。

馬ピロプラズマ病はフランスや南アフリカでは風土病であり、南アフリカの 9 州のうち 6 州で 27 例が診断

された。フランス、ドイツおよび韓国では、馬伝染性子宮炎が確認された。フランスでは繁殖歴の無い１歳

の牝馬が、輸出検疫で陽性を示した。ドイツでは２例が陽性で、韓国ではどの四半期かは不明であるが、2,165

頭のうち 22 例が陽性を示した。米国のケンタッキー州で、レプトスピラ性流産が 8 例診断された。ケンタッ

キー州で、サルモネラ菌血清型 B 群感染が 10 例報告された。ワシントン州で、馬ネオリケッチア症が 1 例

発生した。

　ロタウイルス性腸炎が、アルゼンチン（2ヶ月齢のサラブレッド種の子馬における発生が異なる施設で2件）

およびフランス（1 例）で確認された。

　Lawsonia intracellularis に起因する増殖性腸症が、米国のケンタッキー州（10 例）とペンシルバニア州（1

例）で報告された。

　Clostridium perfringens C 毒素産生型によるクロストリジウム腸炎／全腸炎が、ケンタッキー州の 6 症例

で認められた。米国では、2017年度第4四半期に東部馬脳脊髄炎が30例確認された。そのうちの12例はウィ

スコンシン州で診断された。

　ウエストナイル脳炎が、米国の複数の州で合計 103 例報告された。ニューヨーク州およびユタ州では、

それぞれ 26 例が発生した。ロドコッカス関連疾患は米国では風土病であり、調査期間中に 8 例が確認された。

ハト熱の原因である Corynebacterium pseudotuberculosis 感染は米国で風土病であり、ワシントン州において

1 例診断された。
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皮膚リンパ管炎

　リンパ系は、心臓血管系の重要な構成要素であり、リンパ管、リンパ節、扁桃、脾臓ならびに胸腺から形

成される。無色透明な液体であるリンパ液は、毛細血管床における通常の栄養交換の際に生じる漏出液から

なる。リンパ液は、リンパ管によって局所リンパ節に運ばれ濾過され、リンパ節での微生物、毒素および異

物の免疫学的監視に役立っている。リンパ液は濾過されると、リンパ管によって再び大静脈に運ばれ、毛細

血管から漏出した液体を補うために最終的に循環系へ戻る。リンパ管に炎症が生じ、リンパ液の漏出やうっ

帯が発生すると、リンパ系疾患が起こることがある。皮膚のリンパ管の炎症である皮膚リンパ管炎は、ウマ

では稀であり、年齢、性別や品種による発生傾向はなく、感染および非感染性両方の原因によって起こる。

　皮膚リンパ管炎は、臨床的に四肢の腫脹、多数の皮膚結節を特徴とする皮膚の異常所見として兆候が現れ、

膿瘍や瘻孔を形成し、また跛行を伴う場合もある。皮膚リンパ管炎は、片側の後肢の遠位部、飛節から蹄の

間に生じることが多い。患肢に認められる特徴的な所見によって、本疾患は一般的に「big leg（大きな肢）」

あるいは「fat leg（太った肢）」と呼ばれる。

　感染性皮膚リンパ管炎は、不衛生な環境や昆虫による微生物の伝播に関連して認められてきた。本疾患は

散発的にウマで診断されるが、同じ牧場内の複数のウマに同時に発生することもある。リンパ系の感染は、

様々な細菌による皮膚創傷の汚染に続いて起こるが、最も一般的な菌は Corynebacterium pseudotuberculosis

（潰瘍性リンパ管炎 / ハト熱の病原体）である。しかしながら、Staphylococcus sp.、Streptococcus sp.、

Trueperella pyogenes、 Rhodococcus equi、Pasteurella haemolytica、 Pseudomonas aeruginosa, Fusobacterium 

necrophorum、 Actinobacillus equuli および Burkholderia mallei （鼻疽の病原体）などの細菌の単独あるいは混

合感染もまた皮膚リンパ管炎を起こし得る。さらに、Sporothrix sp.（スポロトリコーシスの病原体）あるい

は Histoplasma farciminosum（伝染性リンパ管炎の病原体）などの病原性真菌もまたリンパ系の感染症に関

連している。現在のところ、米国は鼻疽ならびに伝染性リンパ管炎の清浄国である。感染性皮膚リンパ管炎

の治療法には、適切な抗生剤、非ステロイド性抗炎症剤、水治療法や外科的な排膿などがある。

　治療されないまま、あるいは治療の効果がない場合には、皮膚リンパ管炎は慢性化する可能性がある。リ

ンパ管の損傷によって浮腫性液体が皮下組織に慢性的に波及すると、線維組織の沈着や恒久的な肢の変形に

至ることがある。このことから、皮膚リンパ管炎の早期診断ならびに早期治療が重要とされる。

 　「Monday morning leg」としても知られている特発性リンパ管炎のウマは、後肢遠位部が腫脹すること

もある。この状態は、一般的に数日あるいはそれ以上の長期間に亘って馬房内で飼養されているウマや保定

されているウマに認められることがある。特発性リンパ管炎の原因はよく分かっていないが、幸いにも症状

は一般的に運動によって改善する。

　ケンタッキー大学獣医診断研究所では、皮膚リンパ管炎は時々診断される。しかしながら、本症はしばし

ば野外において獣医師によって診断され、詳細な診断評価を必要としないため、通常の診断申請では、正確

な症例数は簡単には分からない。

連絡先：Dr. Alan Loynachan 

　　　　alan.loynachan@uky.edu 

　　　　（859） 257-8283 

　　　　Veterinary Diagnostic Laboratory 

　　　　University of Kentucky 

　　　　Lexington, Kentucky  



4

眼球の新生物 

　新生物は組織が異常に成長したものであり、塊状に形成される場合には、腫瘍として知られている。新生

物は良性（破壊的でない傾向がある）あるいは悪性（浸潤傾向や他の組織に拡散することがある）の場合が

ある。腫瘍が拡散することは、転移として知られている。ウマにおいて眼球の腫瘍は非常に稀であるが、眼

付属器の腫瘍は意外にも一般的である。この部位において最も一般的に診断される新生物は、サルコイド、

メラノーマ、扁平上皮癌である。また、リンパ腫や肥満細胞腫などの他の腫瘍も認められることがある。ウ

マの眼の周辺の腫瘍のほとんどは転移しないが、局所侵襲性で、ウマの福祉や利用に重大な影響をもたらす

ことがある。それ故に眼の新生物に対しては、早期治療が強く推奨される。

　サルコイドは、最も一般的なウマの皮膚腫瘍と考えられており、様々な形態が認められる。眼の周辺に発

生するサルコイドは、しばしばより侵襲性であり、眼瞼の筋肉組織に侵入し、特に上眼瞼に認められること

が多い。そのようなウマでは通常他の部位にもサルコイドが認められるため、治療が必要な病変部が他にあ

るかどうか特定するために精査することが推奨される。従来、サルコイドは治療されず放置されることが多

かった。しかし、多くは大きく成長し治療がより困難になるため、長期に亘る後遺症を避けるためには早期

治療が強く推奨される。治療法には、局所的化学療法や病巣内化学療法、外科手術（レーザーメスを用いた

外科的除去が最も成功する）あるいは放射線治療などがある。このような治療が難しい病変に対して 100％

成功する治療法は一つもない。放射線治療は最も成功率が高いと報告されてきたが、少数の特殊な施設でし

か利用できない。

　メラノーマは芦毛のウマに最も一般的に認められ、皮膚内のみあるいは眼球の構造に侵襲することもある。

多くは良性の腫瘍と考えられているが、芦毛ではないウマのメラノーマは悪性の傾向があり、芦毛のウマで

もしばしば転移することがある。皮膚メラノーマはたいてい外科的切除によって治療できるが、メラノーマ

が眼内にある場合には眼球摘出が必要となることが多い。眼内のメラノーマの外科的除去は成功することが

眼腫瘍
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I N T E R N AT I O N A L

N AT I O N A L

The International Collating Centre, New-
market, United Kingdom, and other sources 

reported the following equine disease outbreaks. 
Isolated cases of African horse sickness (AHS)
were recorded in South Africa. The disease was
confirmed in the Eastern Cape, Free State and
Gauteng Provinces, all within the AHS infected 
area of the country. Turkey confirmed one case of 
glanders during routine screening.

The USA reported nine outbreaks of equine in-
fluenza involving four states with multiple cases in 
Texas. One outbreak was also confirmed in the UK.
France, Germany, South Africa, Switzerland, the 
UK, and the USA recorded outbreaks of strangles.
The number of confirmed disease events ranged 
from 11 in France, three in Germany, sporadic
occurrence in South Africa, three in Switzerland, 
endemic in the UK, and the USA with outbreaks 
reported in 12 states. Equine herpesvirus 1 
(EHV-1) related diseases were reported by France, 
Germany, Ireland, Japan, South Africa, and the 
USA. EHV-1 respiratory disease was recorded in 
Ireland (five cases), Japan (one outbreak), South 
Africa (two cases), and the USA (widespread in 
various states). Abortion was confirmed by France 
(two cases), Germany (two cases), Japan (single 
cases on five premises), and the USA (two cases). 
EHV-1 neurological disease was diagnosed in 
France (three outbreaks, each involving a single 
case of the disease), Germany (one case), and the 
USA (single outbreaks in seven states; seven cases 
in one outbreak associated with a G2254 strain 
of the virus). France (18 outbreaks), Switzerland 
(one case), and the UK (three outbreaks) reported 
respiratory illness associated with equine herpesvi-
rus 4 infection. The USA diagnosed a single case 
of abortion.

Equine herpesvirus 2 and/or 5 infection was 
recorded in several states in the USA, sometimes 
associated with evidence of respiratory disease.

ported by lymphatic vessels to large veins, which 
ultimately return it back into the circulatory sys-
tem to replenish the fluid lost from the capillaries. 
Lymphatic disease can occur when lymph vessels 
become inflamed, leaky, and/or blocked. 

Cutaneous lymphangitis—inflammation of
lymphatic vessels of the skin—is fairly uncom-
mon in horses, does not exhibit age, sex, or 
breed predilections, and can develop from both 
infectious and non-infectious causes. Clinically, 
cutaneous lymphangitis can manifest as a swollen 
limb, skin abnormalities characterized as multiple 
skin nodules that can abscess or develop draining 
tracts, and/or lameness. Cutaneous lymphangitis 
typically affects the distal portion of a single hind 
limb, between the hock and hoof. Due to the char-
acteristic appearance of affected limbs, the disease 
is commonly referred to as “big leg” or “fat leg.” 

Infectious cutaneous lymphangitis has tra-
ditionally been associated with poor hygiene 
and insect transmission of microorganisms. It is 
sporadically diagnosed in horses, but sometimes 
occurs simultaneously in multiple horses on the 
same farm. Infection of the lymphatic system
develops following contamination of skin wounds 
by various bacteria, most commonly Corynebac-
terium pseudotuberculosis (the causative agent of
ulcerative lymphangitis/pigeon fever). However, 
pure or mixed infections with other bacteria, such 
as Staphylococcus sp., Streptococcus sp., Trueperella 
pyogenes, Rhodococcus equi, Pasteurella haemolytica, 
Pseudomonas aeruginosa, Fusobacterium necropho-
rum, Actinobacillus equuli, and Burkholderia mallei
(the cause of glanders) can also result in cutane-
ous lymphangitis. Additionally, pathogenic fungi 
such as Sporothrix sp. (the cause of sporothricosis) 
or Histoplasma farciminosum (the cause of epizo-

long-term sequelae. Treatment may involve topical
or intralesional chemotherapy, surgical procedures 
(most successfully by laser surgical removal), or ra-
diotherapy. No single treatment is 100% successful
for these difficult lesions. Radiation has the highest 
reported chance of success, but is only available in 
a small number of specialty centers. 

Melanomas are most commonly found in grey 
horses and may be within the skin or affecting the 
structures of the eye itself. Although a majority 
are considered benign tumors, in horses that are 
not grey melanomas are likely to be malignant, 
and even in grey horses they often metastasize.
Skin melanomas are usually successfully treated 
via surgical excision, but melanomas within the 
eye itself often require enucleation (removal of the 
eye). Occasionally, surgical removal of an intra-
ocular melanoma may be successfully attempted, 
but this is a highly specialized surgery and is rarely 
a suitable option. 

Squamous cell carcinomas commonly are di-
agnosed in the structures around the eye, and are 
especially likely to occur in horses with limited pig-
mentation of these structures. They will eventually 
metastasize, and early complete surgical removal is 
recommended as it is frequently curative, although

Hurricane Harvey was a storm for the record 
books, striking the Texas coast in late Au-

gust 2017. The storm battered communities with 
Category 4 winds and lingered for four days, and 
causing rain bands stretching 100 miles inland and
300 miles up the coast. Heavy rainfall saturated 
the Houston metropolitan area, with one particular 
location receiving in excess of 60 inches and set-
ting a new record for rainfall totals in a single U.S. 
storm. While the wind did its share of damage, it 
was the massive amount of rain and subsequent 
flooding over the following two weeks that had 
the most devastating impact on people, animals, 
property, and crops. 

Floodwaters reached hundreds of thousands of 
homes, displacing 30,000 people and prompting 
more than 17,000 rescues. Early state and federal 
disaster declarations in the anticipated impact 
zone were a godsend, making resources available 
for evacuation and response activities even as the 
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Canada (four cases in Alberta and one in Quebec),
France (single case), and the USA (one case in Ten-
nessee, two in Kansas, and multiple cases in Mon-
tana), confirmed occurrences of equine infectious 
anemia in the fourth quarter of 2017. Equine piro-
plasmosis was reported to be endemic in France 
and in South Africa, with 27 cases diagnosed in six
of the nine provinces.France, Germany, and South 
Korea recorded cases of contagious equine metritis. 
A yearling filly without any breeding history was 
found positive on a pre-export test in France. Two 
cases were diagnosed in Germany, and South Korea 
detected 22 positives among 2,165 samples tested 
without specifying in which quarter they were 
identified. Eight cases of leptospiral abortion were 
diagnosed in Kentucky, USA. The USA reported 
10 cases of serogroup B Salmonellae in Kentucky. 
One case of equine neorickettsiosis was recorded 
in Washington State, USA.

Rotaviral enteritis was confirmed in Argentina
(two outbreaks in 2-month-old Thoroughbred foals
on separate premises) and France (a single case).

The USA reported cases of proliferative en-
teropathy caused by Lawsonia intracellularis in 
Kentucky (10 cases) and Pennsylvania (one case).

Clostridial enteritis/enterocolitis due to Clos-
tridium perfringens Type C toxin was linked to six 
cases of disease in Kentucky. The USA confirmed 
30 cases of Eastern equine encephalomyelitis in 
the fourth quarter of 2017, 12 of which were 
diagnosed in Wisconsin.

103 cases of West Nile encephalitis were re-
ported across numerous states in the USA, with 
New York and Utah each responsible for 26
cases. Rhodococcal-related disease is endemic in 
the USA, with eight cases confirmed during the 
review period. Infection with Corynebacterium
pseudotuberculosis, the cause of Pigeon Fever is
endemic in the USA; a single case was diagnosed 
in Washington State.

Cutaneous Lymphangitis

The lymphatic system is an important compo-
nent of the cardiovascular system and consists 

of lymphatic vessels, lymph nodes, tonsils, spleen, 
and thymus. Lymph, which is a clear colorless
fluid, is formed from fluid loss that occurs during 

normal nutrient exchange in capillary beds. Lymph
is transported by lymphatic vessels to regional
lymph nodes for filtration to aid in immunologic 
detection of microorganisms, toxins, and foreign 
material. Once filtered, the lymph is again trans-

otic lymphangitis) also have been associated with 
lymphatic system infection. The USA is currently 
free from glanders and epizootic lymphangitis.
Treatment of infectious cutaneous lymphangitis 
includes appropriate antimicrobials, non-steroidal 
anti-inflammatory drugs, hydrotherapy, and surgi-
cal fluid drainage.

Cutaneous lymphangitis can become chronic if
left untreated or if treatment is ineffective. Chronic
expansion of the subcutis by edematous fluid
due to faulty lymphatic vessels can result in the 
deposition of fibrous tissue and permanent limb 
disfigurement. This emphasizes the importance 
of rapid diagnosis and treatment of cutaneous 
lymphangitis.

Sporadic lymphangitis, also known as “Mon-
day morning leg,” can also result in swollen distal 
hindlimbs. This condition can develop in horses 
that are stabled or immobile for extended lengths 
of time, typically days or more. The cause of
sporadic lymphangitis is not well understood,
but luckily the condition typically resolves after 
exercise. 

Cutaneous lymphangitis is occasionally diag-
nosed at the University of Kentucky Veterinary 
Diagnostic Laboratory. However, the exact fre-
quency of the condition cannot be easily estimated 
through typical diagnostic submissions, because 
diagnoses are frequently made by veterinarians 
in the field and don’t require extensive diagnostic 
evaluations. 

CONTACT:
Dr . Alan Loynachan
alan .loynachan@uky .edu
(859) 257-8283
Veterinary Diagnostic Laboratory
University of Kentucky
Lexington, Kentucky

Eye Neoplasia

Neoplasia is the abnormal growth of tissue
which, if it forms a mass, is commonly

known as a tumor. Neoplasia may be benign (tends 
to be less destructive) or malignant (tends to be 
invasive and may spread to other tissues). The
spread of a tumor is known as metastasis. Tumors 
of the eye itself are very rare in horses, but tumors 
of the structures around the eye are surprisingly 
common. The most commonly diagnosed types 
of neoplasia in this area are sarcoids, melanomas, 
and squamous cell carcinomas. Other tumors such 
as lymphoma and mast cell tumors may also be 
found. Most tumors around the eye of the horse 
do not metastasize, but they can be locally aggres-
sive and have serious effects on the welfare and use 

of the horse. Early treatment of eye neoplasia is 
therefore strongly recommended.

Sarcoids are believed to be the most common 
skin tumor of the horse and can be seen in vari-
ous forms. Sarcoids that occur around the eye are 
frequently more aggressive in nature, invading
into the eyelid musculature, especially those 
located on the upper eyelid. Horses will usually 
have additional sarcoids in other locations, so
a thorough examination of the horse is recom-
mended to identify any other lesions that need to 
be treated. Traditionally, sarcoids were often left 
without treatment, but as they almost invariably 
become larger and more difficult to treat, early 
intervention is strongly recommended to avoid 

horses with no pigmentation will always be at risk 
of developing further lesions. Radiation treatment
and topical or intralesional chemotherapy can also 
be useful in selected cases. 

Lymphoma may occur as a mass in, on, or
around the eye, and the clinical signs associated 
with its development will depend on its location. 
Although occasionally this may be a solitary mass, 
lymphoma has a high likelihood of involving dis-
tant structures, and without very early recognition
and treatment is often fatal. Complete surgical
removal of the eye and surrounding structures may 
be curative in some cases. 

Mast cell tumors are occasionally seen affecting 
the structures around the eye, and can usually be 
successfully surgically removed. In horses (unlike 
in dogs) they are rarely a malignant lesion. 

Other tumor types are very rare, but may pres-
ent in a variety of forms. It is always prudent to 
seek early veterinary intervention when masses
arise to maximize the chance of a good result. 

CONTACT:
Anna Hollis, BVetMed, DACVIM, DipECEIM, MRCVS
anna .hollis@aht .org .uk
Animal Health Trust
Newmarket, United Kingdom

Hurricane Harvey:
Impact and Response Related to Texas Equids

storm approached. Ultimately, 41 counties were 
included in disaster declarations due to storm 
damage. 

These 41 counties are home to 1.6 million
cattle and 88,000 horses, donkeys, and mules. 
While there have been major floods in portions 
of this area in recent years, nothing could prepare 
livestock owners and emergency responders for a 
1,000-year event such as this. Livestock owners 
moved their animals to what should have been
safe havens, only to have them threatened again 
as floodwaters continued to rise over the following 
days. 

Emergency situations forced some livestock
owners to make difficult choices, but there is at 
least one shining example of how pre-planning 
paid dividends. Parson’s Mounted Calvary Corps 
of Cadets at Texas A&M University and the Hous-
ton Police Department Mounted Unit exercised a 
standing arrangement where the Houston Police 

Eye neoplasia .

32

Correspondence should be 
addressed to the editors,
Department of Veterinary 
Science, Maxwell H . Gluck 
Equine Research Center, 
University of Kentucky, 
Lexington, Kentucky USA, 
40546-0099
Telephone (859) 257-4757
Fax (859) 257-8542

Internet address:
http://gluck .ca .uky .edu/
equine-disease-quarterly

Material published in the 
Quarterly is not subject to 
copyright . Permission is 
therefore granted to 
reproduce articles, although 
acknowledgment of the 
source and author is re-
quested .

The University of Kentucky 
is an Equal Opportunity 
Organization .

Printed on recycled paper

Equine Disease Quarterly

Editors
Peter Timoney
Alan Loynachan
Cynthia Gaskill

Staff
Diane Furry 
Tawana Brown
Dennis Duross

4

I N T E R N AT I O N A L

N AT I O N A L

The International Collating Centre, New-
market, United Kingdom, and other sources 

reported the following equine disease outbreaks. 
Isolated cases of African horse sickness (AHS)
were recorded in South Africa. The disease was
confirmed in the Eastern Cape, Free State and
Gauteng Provinces, all within the AHS infected 
area of the country. Turkey confirmed one case of 
glanders during routine screening.

The USA reported nine outbreaks of equine in-
fluenza involving four states with multiple cases in 
Texas. One outbreak was also confirmed in the UK.
France, Germany, South Africa, Switzerland, the 
UK, and the USA recorded outbreaks of strangles.
The number of confirmed disease events ranged 
from 11 in France, three in Germany, sporadic
occurrence in South Africa, three in Switzerland, 
endemic in the UK, and the USA with outbreaks 
reported in 12 states. Equine herpesvirus 1 
(EHV-1) related diseases were reported by France, 
Germany, Ireland, Japan, South Africa, and the 
USA. EHV-1 respiratory disease was recorded in 
Ireland (five cases), Japan (one outbreak), South 
Africa (two cases), and the USA (widespread in 
various states). Abortion was confirmed by France 
(two cases), Germany (two cases), Japan (single 
cases on five premises), and the USA (two cases). 
EHV-1 neurological disease was diagnosed in 
France (three outbreaks, each involving a single 
case of the disease), Germany (one case), and the 
USA (single outbreaks in seven states; seven cases 
in one outbreak associated with a G2254 strain 
of the virus). France (18 outbreaks), Switzerland 
(one case), and the UK (three outbreaks) reported 
respiratory illness associated with equine herpesvi-
rus 4 infection. The USA diagnosed a single case 
of abortion.

Equine herpesvirus 2 and/or 5 infection was 
recorded in several states in the USA, sometimes 
associated with evidence of respiratory disease.

ported by lymphatic vessels to large veins, which 
ultimately return it back into the circulatory sys-
tem to replenish the fluid lost from the capillaries. 
Lymphatic disease can occur when lymph vessels 
become inflamed, leaky, and/or blocked. 

Cutaneous lymphangitis—inflammation of
lymphatic vessels of the skin—is fairly uncom-
mon in horses, does not exhibit age, sex, or 
breed predilections, and can develop from both 
infectious and non-infectious causes. Clinically, 
cutaneous lymphangitis can manifest as a swollen 
limb, skin abnormalities characterized as multiple 
skin nodules that can abscess or develop draining 
tracts, and/or lameness. Cutaneous lymphangitis 
typically affects the distal portion of a single hind 
limb, between the hock and hoof. Due to the char-
acteristic appearance of affected limbs, the disease 
is commonly referred to as “big leg” or “fat leg.” 

Infectious cutaneous lymphangitis has tra-
ditionally been associated with poor hygiene 
and insect transmission of microorganisms. It is 
sporadically diagnosed in horses, but sometimes 
occurs simultaneously in multiple horses on the 
same farm. Infection of the lymphatic system
develops following contamination of skin wounds 
by various bacteria, most commonly Corynebac-
terium pseudotuberculosis (the causative agent of
ulcerative lymphangitis/pigeon fever). However, 
pure or mixed infections with other bacteria, such 
as Staphylococcus sp., Streptococcus sp., Trueperella 
pyogenes, Rhodococcus equi, Pasteurella haemolytica, 
Pseudomonas aeruginosa, Fusobacterium necropho-
rum, Actinobacillus equuli, and Burkholderia mallei
(the cause of glanders) can also result in cutane-
ous lymphangitis. Additionally, pathogenic fungi 
such as Sporothrix sp. (the cause of sporothricosis) 
or Histoplasma farciminosum (the cause of epizo-

long-term sequelae. Treatment may involve topical
or intralesional chemotherapy, surgical procedures 
(most successfully by laser surgical removal), or ra-
diotherapy. No single treatment is 100% successful
for these difficult lesions. Radiation has the highest 
reported chance of success, but is only available in 
a small number of specialty centers. 

Melanomas are most commonly found in grey 
horses and may be within the skin or affecting the 
structures of the eye itself. Although a majority 
are considered benign tumors, in horses that are 
not grey melanomas are likely to be malignant, 
and even in grey horses they often metastasize.
Skin melanomas are usually successfully treated 
via surgical excision, but melanomas within the 
eye itself often require enucleation (removal of the 
eye). Occasionally, surgical removal of an intra-
ocular melanoma may be successfully attempted, 
but this is a highly specialized surgery and is rarely 
a suitable option. 

Squamous cell carcinomas commonly are di-
agnosed in the structures around the eye, and are 
especially likely to occur in horses with limited pig-
mentation of these structures. They will eventually 
metastasize, and early complete surgical removal is 
recommended as it is frequently curative, although

Hurricane Harvey was a storm for the record 
books, striking the Texas coast in late Au-

gust 2017. The storm battered communities with 
Category 4 winds and lingered for four days, and 
causing rain bands stretching 100 miles inland and
300 miles up the coast. Heavy rainfall saturated 
the Houston metropolitan area, with one particular 
location receiving in excess of 60 inches and set-
ting a new record for rainfall totals in a single U.S. 
storm. While the wind did its share of damage, it 
was the massive amount of rain and subsequent 
flooding over the following two weeks that had 
the most devastating impact on people, animals, 
property, and crops. 

Floodwaters reached hundreds of thousands of 
homes, displacing 30,000 people and prompting 
more than 17,000 rescues. Early state and federal 
disaster declarations in the anticipated impact 
zone were a godsend, making resources available 
for evacuation and response activities even as the 
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Canada (four cases in Alberta and one in Quebec),
France (single case), and the USA (one case in Ten-
nessee, two in Kansas, and multiple cases in Mon-
tana), confirmed occurrences of equine infectious 
anemia in the fourth quarter of 2017. Equine piro-
plasmosis was reported to be endemic in France 
and in South Africa, with 27 cases diagnosed in six
of the nine provinces.France, Germany, and South 
Korea recorded cases of contagious equine metritis. 
A yearling filly without any breeding history was 
found positive on a pre-export test in France. Two 
cases were diagnosed in Germany, and South Korea 
detected 22 positives among 2,165 samples tested 
without specifying in which quarter they were 
identified. Eight cases of leptospiral abortion were 
diagnosed in Kentucky, USA. The USA reported 
10 cases of serogroup B Salmonellae in Kentucky. 
One case of equine neorickettsiosis was recorded 
in Washington State, USA.

Rotaviral enteritis was confirmed in Argentina
(two outbreaks in 2-month-old Thoroughbred foals
on separate premises) and France (a single case).

The USA reported cases of proliferative en-
teropathy caused by Lawsonia intracellularis in 
Kentucky (10 cases) and Pennsylvania (one case).

Clostridial enteritis/enterocolitis due to Clos-
tridium perfringens Type C toxin was linked to six 
cases of disease in Kentucky. The USA confirmed 
30 cases of Eastern equine encephalomyelitis in 
the fourth quarter of 2017, 12 of which were 
diagnosed in Wisconsin.

103 cases of West Nile encephalitis were re-
ported across numerous states in the USA, with 
New York and Utah each responsible for 26
cases. Rhodococcal-related disease is endemic in 
the USA, with eight cases confirmed during the 
review period. Infection with Corynebacterium
pseudotuberculosis, the cause of Pigeon Fever is
endemic in the USA; a single case was diagnosed 
in Washington State.

Cutaneous Lymphangitis

The lymphatic system is an important compo-
nent of the cardiovascular system and consists 

of lymphatic vessels, lymph nodes, tonsils, spleen, 
and thymus. Lymph, which is a clear colorless
fluid, is formed from fluid loss that occurs during 

normal nutrient exchange in capillary beds. Lymph
is transported by lymphatic vessels to regional
lymph nodes for filtration to aid in immunologic 
detection of microorganisms, toxins, and foreign 
material. Once filtered, the lymph is again trans-

otic lymphangitis) also have been associated with 
lymphatic system infection. The USA is currently 
free from glanders and epizootic lymphangitis.
Treatment of infectious cutaneous lymphangitis 
includes appropriate antimicrobials, non-steroidal 
anti-inflammatory drugs, hydrotherapy, and surgi-
cal fluid drainage.

Cutaneous lymphangitis can become chronic if
left untreated or if treatment is ineffective. Chronic
expansion of the subcutis by edematous fluid
due to faulty lymphatic vessels can result in the 
deposition of fibrous tissue and permanent limb 
disfigurement. This emphasizes the importance 
of rapid diagnosis and treatment of cutaneous 
lymphangitis.

Sporadic lymphangitis, also known as “Mon-
day morning leg,” can also result in swollen distal 
hindlimbs. This condition can develop in horses 
that are stabled or immobile for extended lengths 
of time, typically days or more. The cause of
sporadic lymphangitis is not well understood,
but luckily the condition typically resolves after 
exercise. 

Cutaneous lymphangitis is occasionally diag-
nosed at the University of Kentucky Veterinary 
Diagnostic Laboratory. However, the exact fre-
quency of the condition cannot be easily estimated 
through typical diagnostic submissions, because 
diagnoses are frequently made by veterinarians 
in the field and don’t require extensive diagnostic 
evaluations. 

CONTACT:
Dr . Alan Loynachan
alan .loynachan@uky .edu
(859) 257-8283
Veterinary Diagnostic Laboratory
University of Kentucky
Lexington, Kentucky

Eye Neoplasia

Neoplasia is the abnormal growth of tissue
which, if it forms a mass, is commonly

known as a tumor. Neoplasia may be benign (tends 
to be less destructive) or malignant (tends to be 
invasive and may spread to other tissues). The
spread of a tumor is known as metastasis. Tumors 
of the eye itself are very rare in horses, but tumors 
of the structures around the eye are surprisingly 
common. The most commonly diagnosed types 
of neoplasia in this area are sarcoids, melanomas, 
and squamous cell carcinomas. Other tumors such 
as lymphoma and mast cell tumors may also be 
found. Most tumors around the eye of the horse 
do not metastasize, but they can be locally aggres-
sive and have serious effects on the welfare and use 

of the horse. Early treatment of eye neoplasia is 
therefore strongly recommended.

Sarcoids are believed to be the most common 
skin tumor of the horse and can be seen in vari-
ous forms. Sarcoids that occur around the eye are 
frequently more aggressive in nature, invading
into the eyelid musculature, especially those 
located on the upper eyelid. Horses will usually 
have additional sarcoids in other locations, so
a thorough examination of the horse is recom-
mended to identify any other lesions that need to 
be treated. Traditionally, sarcoids were often left 
without treatment, but as they almost invariably 
become larger and more difficult to treat, early 
intervention is strongly recommended to avoid 

horses with no pigmentation will always be at risk 
of developing further lesions. Radiation treatment
and topical or intralesional chemotherapy can also 
be useful in selected cases. 

Lymphoma may occur as a mass in, on, or
around the eye, and the clinical signs associated 
with its development will depend on its location. 
Although occasionally this may be a solitary mass, 
lymphoma has a high likelihood of involving dis-
tant structures, and without very early recognition
and treatment is often fatal. Complete surgical
removal of the eye and surrounding structures may 
be curative in some cases. 

Mast cell tumors are occasionally seen affecting 
the structures around the eye, and can usually be 
successfully surgically removed. In horses (unlike 
in dogs) they are rarely a malignant lesion. 

Other tumor types are very rare, but may pres-
ent in a variety of forms. It is always prudent to 
seek early veterinary intervention when masses
arise to maximize the chance of a good result. 

CONTACT:
Anna Hollis, BVetMed, DACVIM, DipECEIM, MRCVS
anna .hollis@aht .org .uk
Animal Health Trust
Newmarket, United Kingdom

Hurricane Harvey:
Impact and Response Related to Texas Equids

storm approached. Ultimately, 41 counties were 
included in disaster declarations due to storm 
damage. 

These 41 counties are home to 1.6 million
cattle and 88,000 horses, donkeys, and mules. 
While there have been major floods in portions 
of this area in recent years, nothing could prepare 
livestock owners and emergency responders for a 
1,000-year event such as this. Livestock owners 
moved their animals to what should have been
safe havens, only to have them threatened again 
as floodwaters continued to rise over the following 
days. 

Emergency situations forced some livestock
owners to make difficult choices, but there is at 
least one shining example of how pre-planning 
paid dividends. Parson’s Mounted Calvary Corps 
of Cadets at Texas A&M University and the Hous-
ton Police Department Mounted Unit exercised a 
standing arrangement where the Houston Police 

Eye neoplasia .

あるが、非常に高度で特別な外科手術であり、適切な選択肢と

なることは稀である。

　一般的に扁平上皮癌は眼付属器で診断され、特にこれらの部

位に色素沈着の少ないウマに発生することが多い。それらはや

がて転移することがあるが、治療できる場合が多いため早期に

おける完全な外科的除去が推奨されるが、色素沈着のないウマ

ではいずれ病変が再形成されるリスクがある。症例によっては、

放射線治療や局所あるいは病巣内化学療法もまた有効となる場

合がある。

　リンパ腫は、眼球内や表面あるいは眼球周囲に塊状に生じる

ことがあり、進行に伴って認められる臨床症状は、発生部位に

よって異なる。孤立性腫瘤のことがあるが、リンパ腫は他の離

れた部位にも発生している可能性が高く、非常に早期の発見、

治療がなされなければ、しばしば致死性となる。眼球および付

属器の完全な外科的除去によって治療できる症例もある。

　肥満細胞腫は眼付属器に時々認められ、多くは外科的に切除

できる。ウマでは（イヌとは異なり）悪性であることは稀である。

　その他の腫瘍は稀であるが、様々な種類の腫瘍が認められる。
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腫瘤を見つけた場合には、早期に獣医師に治療を依頼することがウマのためによい結果を得る最良の道である。

連絡先：Anna Hollis, BVetMed, DACVIM, DipECEIM, MRCVS 

　　　　anna.hollis@aht.org.uk 

　　　　Animal Health Trust 

　　　　Newmarket, United Kingdom

 

国内情報

ハリケーン・ハービー：テキサス州のウマに対する影響と対応

　ハリケーン・ハービーは、2017 年 8 月下旬にテキサス州の沿岸地域を襲った記録的な嵐であった。嵐は

地域をカテゴリー 4 の暴風で襲い、4 日間も続き、その降雨帯は内陸に 100 マイル、沿岸を北に 300 マイ

ルに及んだ。ハービーの降雨量は、ヒューストンの大都市圏を浸水させ、ある地域では 60 インチを超え、

米国における単独の嵐での総雨量記録を更新した。暴風による被害とともに、膨大な量の降雨とそれに続く

洪水が 2 週間に亘って続き、人々、動物、土地や農作物に最も甚大な影響を与えた。

　洪水被害は何十万もの家屋に及び、30,000 人が避難し、17,000 人以上が救助を必要とした。被害が想定

される地域に対する早期の州や国の災害宣言は、まさに天の恵みであり、嵐の到達時にすぐに避難時用物資

が調達されまた救助活動が行われた。最終的に、41 郡がハリケーンによる被害を受け、災害宣言が出された。

これらの 41 郡には、160 万頭のウシ、88,000 頭のウマ、ロバ、ラバが飼育されている。近年、この地域の所々

で大規模な洪水が発生していたが、今回のような 1,000 年に一度の事態において、家畜のオーナーや緊急時

の対応部署は何も準備できていなかった。家畜のオーナーは安全であるはずの避難所に動物を移動させたが、

洪水による水位上昇がその後も続き、再度危険に晒されてしまった。

　緊急事態によって家畜のオーナーのなかには、難しい選択を余儀なくされた者もいたが、事前の準備がい

かに報われたかという素晴らしい例が少なくとも一つある。テキサス A ＆ M 大学のパーソンズ騎兵団およ

びヒューストン警察署騎馬隊は、ヒューストン騎馬隊が騎兵団の士官候補生に群衆整理術を訓練することと

引き換えに、騎兵団は避難の際には警察のウマを保護するという提携関係を結んでおり、ハリケーン・ハー

ビーの際に実際にうまく機能した。

　テキサス州動物衛生委員会（TAHC）は、動物の災害緊急時対策の管轄調整機関であり、疾病を除く動物

に関する事象および緊急事態支援機能 （ESF）の 11 項目の動物に関する活動に対応する。ハリケーン・ハー

ビーの際に、TAHC は 36 もの異なる機関や団体の取り組みをとりまとめて調整した。ハービーホットラ

インには 700 件以上の要請があり、スタッフは休むことなく、その要請にあう物資をマッチングした。所

定の家畜避難施設のリストは、インフォメーションセンターを通じて要請者に配布された。知事承認に基づ

き TAHC は避難したウマに対する馬伝染性貧血（EIA）陰性証明を要求しなかった。米国立獣医研究所は、

認定 EIA 検査機関が EIA 伝播リスク軽減のために避難施設で実施する検査のガイドラインを速やかに策定

した。

　最も一般的に認められた疾病は、長時間水中で立ち続けたことによる四肢下部の皮膚損傷や、飼料の変化

によると思われる疝痛であった。テキサス A ＆ M 大学の獣医緊急救助隊 （VET） は、トリアージ、治療、

避難所あるいは診療を継続していた提携動物病院への移送のため、5 箇所に拠点を置いた。情報を管理し、

テキサス州や全国全土からのボランティアの獣医師や動物看護師の獣医医療サービスを有効利用するため

に、データベースが作成され関係機関で共有された。テキサス州獣医師試験審査会は、他の州から援助に来
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た獣医師に対して一時的な免許を発行した。ボランティア申し込みや寄付の管理は、それ自体が困難な課題

であった。

　状況が落ち着くにつれて、テキサス A&M 大学の農業生物学外活動部門や他の関連部署は、被災地の 13

箇所に家畜のための補給地点を確立し、寄付された多くの飼料や援助物資を配給した。米国農務省野生生物

局の航空機パイロットは、エアボート（訳注：航空機あるいは自動車用エンジンによるプロペラ推進式の小

型船舶）に乗ったボランティア達と共に、取り残された家畜の位置情報を収集した。人の救助活動が完了し

利用可能となった州兵のヘリコプターにより、取り残された家畜に合計 117 トンの乾草を投下した。さら

に多くの乾草がエアボートや車両によって配られた。

　ハリケーン・ハービーの際、家畜のオーナーが、家畜に対していかに責任ある行動をとったか、極限状況

時に、近隣住民や見知らぬ他人同士がどのようにして一緒に力を合わせて困っている人々を助けたのか、多

くの物語がある。ここで述べたよりもはるかに多くのより意義ある対応の取組みがなされた。TAHC は、

ハリケーン・ハービーでの救助対応で皆が団結して示した素晴らしい成果の一翼を担えたことを誇りに思っ

ている。

連絡先：Andy Schwartz, DVM 

　　　　Andy.Schwartz@tahc.texas.gov 

　　　　（512） 719-0715 

　　　　Texas Animal Health Commission 

　　　　Austin, Texas 
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ケンタッキー州情報

競走馬の故障 : 剖検の重要性 

　私は、「なぜ動物の剖検を必要とする者がいるのか？」という質問によく答える。競走中に負傷した競走

馬の剖検プログラムに携わる獣医病理学者として、私は一般の方々や馬産業のプロフェッショナルから同様

の質問を多く受ける。突然死したケースについて剖検が必要とされる理由を人々は理解するが、筋骨格系の

重篤な損傷を負ったウマに剖検が必要とされることについては理解が得られにくい。

　全てのスポーツ選手と同様に、サラブレッド競走馬には、筋骨格系の酷使による損耗に一貫したパターン

が認められる。多くの人々に知られる、似たような言葉として、「テニス肘」がある。スポーツに少し興味

ある人々には、野球のピッチャーのトミー・ジョン手術は、よく知られている言葉であり、同様にローテー

ターカフ（肩回旋筋腱板）損傷はクォーターバックによく認められる疾病である。

　カリフォルニアで策定された剖検プログラムを発端として、既存の病変と重篤な負傷との関連性は長年に

亘って記述されてきた。筋骨格系の致命傷を負うウマの 80% 以上は、骨折に関連する潜在的な前駆病変を

有している。このことは、最終的に重篤な事象は酷使の結果起こり、下手なステップや馬場のくぼみによる

単発的な事象ではないということを示唆している。ウマを注意深く検査することによって、前駆病変と同様

に重篤な損傷を発見することができる。さらに、筋骨格系以外の問題について対処できる。

　死亡調査は、ウマに重篤な故障が発生した後に、調教師、馬医療責任者と裁決委員によって実施される。

調査の目的は、責任を問うことでなく、この先発生する同様の損傷を防ぐための方法を啓発し、実施するこ

とである。特定のウマに対する危険因子を突き止め、将来的に治療できることを期待して、ウマの健康全般

や全身状態、調教やレースでの記録、剖検の結果が調査される。さらに、調教師が、自身の厩舎スタッフや

友人、同僚など他者と経験を共有することで、得られた知識を広めていくことが望まれる。臨床的に明らか

でないが剖検によって判明する健康問題、例えば運動誘発性肺出血（EIPH） や胃潰瘍などに関しては話題

にすることが取組みに有用となる。非常に複雑な状況においては、剖検によって所見は客観的なものになる。

　剖検プログラムの最終目標は、ウマの損傷リスクを軽減することであり、それにより巻きこまれる調教助

手や騎手の危険を減らすことである。ウマの重篤な故障は、騎乗者の損傷の主な原因であり、最悪の場合に

は死に至ることになる。当該馬にとっては、剖検は「手遅れ」かもしれないが、全てのウマにとって、そし

て当該馬の関係者にとって、その価値は計り知れない程高い。私達は、この問題に対処するために、ウマ、

騎乗者、調教師および競馬コミュニティ全体に対して責任を負っている。ウマの故障は避けることができな

いものではない。徹底した究明調査によって、私達はウマの故障リスクを減らすことができる。

連絡先：Laura A. Kennedy DVM, DACVP 

　　　　drlaurakennedy@uky.edu 

　　　　（859） 257-6393 

　　　　University of Kentucky Veterinary Diagnostic Laboratory 

　　　　Lexington, Kentucky
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軽種馬防疫協議会
（http://keibokyo.com/）

日本中央競馬会、地方競馬全国協会、日本馬術連盟および日本

軽種馬協会を中心に構成され、軽種馬の自衛防疫を目的とする 

協議会です。

（昭和 47 年 8 月11 日　設立）

議 長
事 務 局 長

事 務 局

木所　康夫
小玉　剛資

〒 106‐8401　東京都港区六本木 6‐11‐1
日本中央競馬会　馬事部　防疫課内

e-mail　info@keibokyo.com
TEL 03‐5785‐7517・7518　FAX 03‐5785‐7526
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